
輸出産業としての農林水産業

新たな農林水産業態の創出を目指して

2010年11月8日
㈱総合市場研究所
渡辺　均

1



はじめに
１.千葉県農業振興アドバイザーとして考えたこ
と・・

(1）マーケティング不足・・基盤整備事業に関わって
　　⇒戦略、戦術の弱さ

(2）なぜ、農業は厳しいか・・厳しさの根源の確認

２．マーケティング⇒需要と供給を調整し、両者が満足を得る
ノウハウ

(1）需要：消費者の動向/消費者は何を買っているのか

(2）供給：企業の動向・・稼ぐ技術と農業振興策のマッチ
ング
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３．農業活性化の要点

(1）効率至上の土俵で戦わない

（２)足元需要の見直し⇒骨太の地産地消

(３)海外生産者を含む生産者間連携の促進

(4）食を支える文化産業としての交易
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４．新たな農業振興の枠組みを考
える
(1）“脱”大量生産/大量消費型経済社会
＊明=物質的豊かさの享受、便利さ、楽になった農作業
＊暗=低迷する農業、農村社会、輸入農産物の台頭

(2）同じ土俵で戦わない
　①足下需要の再確認・・域内市場の囲い込み
　②打って出る戦略、引き込む戦略・・・対東京、対中国
など

　③差別化、個性化とブランド戦略⇒情報・文化産業とし
ての農業
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(3）脱効率至上の経済社会モデルの創出

＊外化機能の内在化(新たな地域主義=保護主義との調整）
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地域生活全般が地域内で
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縮小
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(４）内在化の３テーマ

①水、食料の自給

②エネルギーの自給

③自主・自立思想の確立
　　⇒新しい生活観、価値観の創出/教育、文化事
業
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(5）食の自給を目指す農業業態の創造と農業振興
策
イ．目標設定・・地産地消率・・
　A:世帯数×82万円×4割=地域社会の潜在直売市場規模
　B:地域社会の直売施設の販売額
　C:地産地消率=B/A×100

ロ．新たな農業振興策
   A．直売施設増設
　B．加工施設、流通施設整備
　C. 農商工連携の目標と連動

ハ．効率プラスアルファの流通へ
　A.本物志向
　B.安心、安全、と地域密着、域内循環の促進
　C.環境負荷の低減
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５．今、中国上海では・・輸出を考え
る・・
(1）需要拡大に継続
　①日本食ブーム⇒モノの確保からライフスタイルへ

　②日本ブランド信仰⇒家電、車イメージの伝承

　③高所得層の拡大

　④開かれた味覚と流行
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(2）食料需給の構造的問題

①沿岸部農業と中山間地農業⇒南北格差の拡大

②作柄の変遷⇒換金/嗜好作物と主食作物の不足

③農地の囲い込み⇒大規模集約化と農民の小作化
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(3）輸出の構図を考える

①東京と地方、都市と農山村の発展と衰退の構図
　　⇒先進国と開発途上国に相似

②相似する構図の中で、輸出は許容されるか・・
　イ、効率の土俵で戦えるか・・日本型農業の特徴
　ロ、格差拡大を是とするか・・・市場原理の捉え方
　ハ、WTO,FTA、EPAなどはどうなるか・・
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(4）現地農業との連携

幅広のマーケティングを
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(5）交易としての輸出入事業の取り組み

①試行的な試みとして
　イ、中国で農業を営む日本人
　ロ、果樹生産者と国内産地/事業者との連携
　ハ、研修生との連携を考える

②ニッチ市場を探る・・企業や日本人学校など

③生産者間で交易業態の創造と貿易実務を習得
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(6)新業態の創出と農業振興

１．マーケティングのノウハウを活かす農業
　⇒地産地消率向上に向けた小売り、流通と加工事業
　　⇒ポイントは、作るだけの農業からの脱皮
　　⇒しかし、直売は農家の八百屋化とは別
　　⇒食を賄う農業⇒農業から食産業への第一歩

２．輸出と輸入の農業者間連携の促進
　　⇒農産物輸出入業への取り組み
　　　⇒自らの業態としての輸出入事業の取り込み
　　　⇒産地間で、農業者間で何ができるか・・
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資料１：企業/供給側の動向

(1）稼ぐ技術の推移
　①安く、早く⇒②高品質⇒③情報の先取り⇒④好み型商
品開発(マーケティング）⇒⑤差別化、選別化⇒⑥新業態
の創造と需要創造型⇒⑦流通・販売の刷新(情報駆使型)

(２）業態とは・・コンビニからスーパーセン
ターまで

(３）農業という業界では⇒直売事業の活況 14



資料２．消費(者）動向と引き込む戦い方

(1）今、消費者は何を買っているか・・“情報消
費”

～～モノ余り時代の消費特性～～
①主婦の買い物

②とりあえずコンビニへ、の意味すること
↓

(2）消費は気晴らし・・ハレとケの織りなす消費
生活

①気枯れと気晴らし
②気晴らしは情報から

(3）旅と消費・・ 15



資料３．最近の旅需要

• グリーンツーリズムとは・・
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資料４、ハレとケの織りなす日本人の消費特性

＊1日のハレとケ：6時～9時～12時～13時～17時～22
時

　　　　　　　　　　　　　　ハレ　　ケ　　　ハレ
　　ケ　　　ハレ

     ◎この時の消費：コンビニやスーパーマーケット

＊1週のハレとケ：月曜～金曜⇒ケ・・土日/祭日⇒ハ
レ

　  ◎この時の消費：ショッピングセンターやホーム
センター

＊月間のハレとケ＝近郊核都市へのお出かけ、ドライ
ブ ⇒旅
＊年間のハレ消費、人生のハレ消費・・
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